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地方にバク大な負担押し付ける自民党政治
甲良町では月４３０万円 １１００万円に・・・・行政システム「標準化」の名の下で 
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全
会
一
致
で
意
見
書 

政
府
は
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
に
は
、
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
を
国
が
定

め
る
標
準
化
基
準
に
適
合
さ

せ
る
義
務
（
法
第
８
条
）
と
国

が
構
築
す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
を
活
用
し
て
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
努

力
義
務
（
法
第
10
条
）
が
課
さ

れ
、
地
方
自
治
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。 

利
便
性
と 

危
険
性
の
両
面 

そ
の
理
由
付
け
と
し
て
、

「
国
民
が
行
政
手
続
き
に
お

い
て
情
報
通
信
技
術
の
便
益

を
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
情
報
通
信

技
術
の
効
果
的
な
活
用
に
よ

り
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を

確
立
す
る
こ
と
が
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
」
と
の

趣
旨
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

今
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は

極
め
て
急
速
、
大
規
模
に
発

達
し
広
く
普
及
し
て
き
て
お

り
、
そ
の
活
用
が
国
民
生
活

の
利
便
性
に
大
き
く
つ
な
が

る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
同
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
紐
付

け
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
大

量
の
個
人
情
報
流
出
問
題
、

貧
富
格
差
の
深
刻
化
な
ど
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
普
及
の

流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
る

「
情
報
弱
者
」
の
拡
大
、
さ
ら

に
情
報
処
理
の
管
理
方
法
を

「標
準
化
」の
運
用
経
費
は
全
額
政
府
が
負
担
す
べ
き 

政
府
は
、
各
自
治
体
が
独
自
に
作
っ
て
い
る
20
の
基
幹
業
務
（
左
下
枠
参
照
）
の
シ
ス

テ
ム
を
政
府
が
作
っ
た
仕
様
へ
の
移
行
を
押
し
付
け
、
そ
の
上
、
今
後
の
運
用
経
費
も
地

方
自
治
体
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国

町
村
会
な
ど
が
猛
反
発
し
て
い
ま
す
。
甲
良
町
議
会
は
６
月
定
例
会
の
最
終
日
（
18
日
）

に
「
運
用
経
費
の
全
額
国
庫
負
担
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

誤
れ
ば
人
権
侵
害
な
ど
深
刻
な

問
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。 

地
方
自
治 縮

小
の
懸
念 

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
で
、
Ｉ
Ｔ

企
業
が
構
築
し
た
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
サ
ー

ビ
ス
）
を
共
通
化
の
基
本
形
に

し
て
、
各
自
治
体
に
サ
ー
ビ
ス
・

業
務
の
平
準
化
・
画
一
化
を
求

め
る
も
の
に
な
り
か
ね
ず
、
政

府
の
権
限
と
裁
量
が
一
層
拡
大

し
、
地
方
自
治
の
縮
小
と
我
が

町
の
特
色
が
損
な
わ
れ
る
懸
念

さ
え
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
だ
か

ら
こ
そ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
は
国
民
の
基
本
的
権
利
、

地
方
自
治
を
ふ
ま
え
た
措
置
が

必
要
だ
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い

ま
す
。 

経
費
増
大
２
・５
倍
に 

こ
の
よ
う
な
様
々
な
意
見
・

状
況
下
で
あ
る
中
で
、
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
へ
の
移
行
経
費
は
全
額
国
庫

負
担
さ
れ
ま
し
た
が
、
運
用
経

費
は
各
自
治
体
負
担
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
我
が
町
の
場
合
、
県
下

６
町
に
よ
る
「
６
町
ク
ラ
ウ
ド
」

で
の
運
用
経
費
は
月
々
約
４
３

０
万
円
で
あ
り
、
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
に
よ
り

月
々
約
１
１
０
０
万
円
と
な

り
、
約
２
．
５
倍
強
に
膨
れ
上
が

り
ま
す
。
年
間
40
億
円
の
財
政

規
模
で
あ
る
我
が
町
に
と
っ
て

は
、
更
に
財
政
逼
迫
を
ま
ね
き
、

政
策
予
算
が
削
減
さ
れ
か
ね

ず
、
ま
さ
に
死
活
的
問
題
と
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。 

移
行
後
の
運
用
経
費
に
つ
い

て
、
政
府
は
閣
議
決
定
さ
れ
た

方
針
で
、
平
成
30
年
度
比
３
割

削
減
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
が
、

現
実
は
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み

で
す
。 

「
・・・ひ
い
て
は 

住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
支
障
を 

来
た
す
こ
と
は
明
白
」 

全
国
町
村
会
は
本
年
４
月
、
「
国

は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人

的
・
財
政
的
負
担
の
軽
減
等
を
目
的

に
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・

標
準
化
を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、

少
な
く
と
も 

財
政
部
分
に
つ
い
て

は
現
時
点
に
お
い
て
そ
の
効
果
は

見
え
ず
、
こ
の
先
も
見
通
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
現
状
の
ま
ま
で
は
、
円

滑
に
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
移
行

す
る
こ
と
が
困
難 

と
な
る
だ
け
で

は
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
町
村
の

財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
ひ
い
て
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
支

障
を
来
た
す
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
」
と
の
緊
急
要
望
書
を
発
表
し

て
い
ま
す
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
係
る

政
府
の
方
針
に
起
因
す
る
運
用
経

費
の
増
加
分
に
つ
い
て
全
額
国
庫

負
担
と
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 


